
１ 課の運営方針

【課の目標】 令和８年度に重点的に取り組む事項・概要
①

②

③

④

⑤

２ 担当（係）の使命（果たす役割）

３ 課の経営資源

（１） 課の体制

人 うち 人 ・ 人 千円 千円

（２） 事業規模 ※R６職員平均給与（ 千円）ベース ※予算計上額

千円 千円 （正職員人件費を除く） 事業

令和８年度 課の運営方針書

職員数 正職員
会計年度
任用職員

正職員 20,258

学校・園人権教育研修会企画部会と連携して、学校における人権教育活動を支援することで、児童・生徒、教職員の人権意識の醸成を図ります。

「人権ステップアップセミナー」等の実施を通して、地域社会における身近な人権教育リーダーを養成します。

企業職場人権教育連絡協議会と連携して、企業・職場における自主的な人権研修会等の取組を支援します。

7,503

8,382

教育部　人権教育課

4.7 2.7 2 人件費
会計年度
任用職員

（人権教育担当）
　・人権教育によって、人権を尊重することの必要性、様々な課題について学び、人権尊重の精神を生活の中で生かしていける取組を進めます。
　・様々な人権課題に対して、身近なこと、自分事として捉えていただけるよう、内容のわかりやすさや講座の手法等、工夫改善しながら、あらゆる機会を通じて、計画的か
つ継続的な学習機会を提供します。

【課の使命】
「山口県人権推進指針」、「周南市人権施策推進指針」に基づき、「市民一人ひとりの人権が尊重され、だれもが自分らしくいきいき輝くまち」の実現に向け、地域社会にお
ける人権意識と自主的な高まりを目指します。

【行政経営への取組】
・講座等の開催に当たっては、県指針に定める人権課題や社会ニーズをふまえながら、費用対効果も意識した内容、講師、手法等の見直しを行います。
・教職員の負担軽減のために、提出書類の集約化や研修会・会議等のオンライン化を図ります。

市内巡回型「ハートフル人権セミナー」を継続的かつ計画的に実施することにより、地域住民の人権意識を高めます。

地域人権教育推進協議会を中心に、各地域の特色を活かした自主的な人権教育活動を支援します。

14,161 担当予算事業数 6歳入予算額 207 歳出予算額



教育部　人権教育課

４ 課の中期目標 （優先順）　第３次周南市まちづくり総合計画・前期基本計画に掲げられた基本施策を実現するための推進施策

6

4

1

推進施策
別

優先順位

環境共生・人権

令和１１年度までに実現したい成果推進施策

「市民一人ひとりの人権が尊重され、だれもが自分らしくいきいき輝くまち」の実現に向け、地域
社会における人権意識と自主的な取組の高まりを目指します。

互いを認めあう人権施策の推進

1 人権尊重社会の実現


